


























































































































































順位 語例 件数 順位 語例 件数
1 女性職員 １６ 女性労働者 2
2 女性議員 １２ 女性消防団員 2
3 女性従業員 8 ２４ 女性運転士 1
女性警察官 8 女性学生 1
5 女性教諭 7 女性事務職員 1
6 女性店員 5 女性事務総長 1
女性会社員 5 女性衆院議員 1
8 女性客 4 女性主任 1
女性科学者 4 女性上院議員 1
１０ 女性同性愛者 3 女性ジョッキー 1
女性騎手 3 女性政治家 1
女性作家 3 女性選手 1
女性保育士 3 女性相談員 1
女性社長 3 女性大統領 1
女性船長 3 女性タレント 1
１６ 女性宇宙飛行士 2 女性デザイナー 1
女性看護師 2 女性読者 1
女性教員 2 女性入居者 1
女性経営者 2 女性副市長 1
女性建築家 2 女性放送ジャーナリスト 1



































順位 語例 件数 順位 語例 件数
1 男性職員 ２９ 男性教員 2
2 男性教諭 ２３ 男性警部補 2
3 男性会社員 7 男性校長 2
4 男性警察官 6 男性従業員 2
5 男性店員 5 男性医師 2
男性客 5 男性栄養教諭 2
7 男性巡査 4 男性議員 2
8 男性作業員 3 ３３ 男性行員 1
男性社員 3 男性事務官 1
男性隊員 3 男性衆院議員 1
男性同性愛者 3 男性住民 1
１２ 男性主査 2 男性主事 1
男性幹部 2 男性主任 1
男性区長 2 男性巡査長 1
男性主幹 2 男性巡査部長 1
男性主任教諭 2 男性署員 1
男性主任主事 2 男性消防士 1
男性上司 2 男性消防団員 1
男性消防士長 2 男性嘱託医 1
男性アルバイト店員 2 男性店長 1
男性課長 2 男性風刺作家 1
男性課長補佐 2 男性法務事務官 1
男性患者 2 男性歩行者 1
男性教頭 2 男性陸自隊員 1
























































































表 8　女性冠詞 “ 女（nv）” のつくことば＜（）の中は筆者訳表 9 ～ 11 も同＞
順位 語例 件数 順位 語例 件数
1 女童（一歳以上の女児） ２０ 女王（女王） 3
2 女生（女子学生） １２ 女学生（女学生） 3
3 女车主（女性の車所有者） １１ 女客户（女性客） 3
4 女记者（女性記者） １０ 女同学（女子クラスメート） 3
女摊贩（露店の女性販売員） １０ 女店员（女性店員） 3
6 女主播（女性アナウンサー） 9 ２０ 女贩（露店の女性販売員） 2
7 女乘客（女性乗客） 8 女房客（女性宿泊客） 2
女司机（女性運転手） 8 女婴（一歳未満の女児） 2
9 女演员（女優） 6 女留学生（女子留学生） 2
１０ 女事主（女性の当事者） 5 女建筑设计师（女性建築士） 2
１１ 女总理（女性総理） 4 女同事（女性同僚） 2
１２ 女工（女子工員） 3 女乞丐（女乞食） 2
女神（女神） 3 女署长（女性署長） 2
女主角（女性主人公） 3 女服务员（ウエートレス） 2
女队员（女性メンバー） 2 女亲属（女性親族） 1
３０ 女大学生（女子大学生） 1 女总统（女性大統領） 1
女星（女性スター） 1 女赌神（女性賭博王） 1
女教师（女性教師） 1 女主持人（女性司会者） 1
女医生（女医） 1 女同伙（女性仲間） 1
女商贩（露店の女性販売員） 1 女配角（女性脇役） 1
女秘书长（女性事務総長） 1 女粉丝（女性ファン） 1
女囚（女性囚人） 1 女创业者（女性起業者） 1
女职员（女性職員） 1 女会员（女性会員） 1
女住客（女性宿泊客） 1 女舞伴（女性ダンスパートナー） 1
女模特（女性モデル） 1 女私教（女性個人インストラクター） 1
女超人（スーパーウーマン） 1 女教练（女性インストラクター） 1
女皇（女帝） 1 女会计（女性財務係） 1
女员工（女性従業員） 1 女白领（女性ホワイトカラー） 1



































































表 11　男性冠詞 “ 男性（nanxing）” のつくことば
順位 語例 件数
1 男性候选人（男性候補者） 2
2 男性驾驶员（男性ドライバー） 1
男性车主（男性の車所有者） 1
合計 4
図 3　女性冠詞と男性冠詞の比率（「新京報」）
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６.「朝日新聞」と「新京報」との比較
　以上述べたように、「朝日新聞」においても「新京報」においても、女性冠詞つき表現のほうが
男性冠詞つき表現より多く使われていることから、どちらも男性より女性のほうが強調されており、
女性が男性と非対等に扱われる傾向があることが分かった。
　しかしながら、両紙の女性冠詞と男性冠詞の比率を比べてみると、「朝日新聞」の１.３５倍に対し、
「新京報」が２.６４倍にも達している。この数字から分かるように、「新京報」のほうが女性に対す
る性差別がより深刻な状態にあることは言うまでもない。
　また、「新京報」の女性冠詞つき表現には“女记者”“女主播”“女司机”“女大学生”“女白领”
などネットでのホットワード４が多く見られることも「朝日新聞」との違いが大きいことを示して
いる。以上のことばのうち、“女大学生”に対応する「女子大生」と「女子大学生」は「朝日新聞」
にも見られるが、それ以外のことばは今回の調査では確認されなかった。
　では、いったいなぜこのような違いが出たのだろうか。４. ３に述べたように日本の場合は、ジェ
ンダーの理解の定着が新聞に影響を与えていると推測できるが、中国の場合はジェンダーと同じ意
味の“社会性别”が１９９０年代後半から研究分野で用いられ始めたが、一般社会でもよく知られるこ
とばではなかったと思われる。中国の検索サイト“百度新闻５”で検索すると、ネットニュースで
このことばが使われ始めたのは２００１年９月５日付の記事６である。すなわち、日本と比べると、マ
スコミでの使用がかなり遅れているのである。したがって、新聞を作る側としての新聞社でも読む
側の読者でもジェンダーの受容レベルが日本ほど進んでいないと考えられる。李（２００４：７８）は「性
差別やステレオタイプ表現はマスコミによって故意に行われたのではなく、マスコミのジェンダー
への無意識や固定観念の反映によるものが多い」と論じている。また、一般読者、特に女性読者も
そういった情報環境の中に暮らしているにもかかわらず、なんの違和感も感じないでいることも新
聞の性差別をさらに深刻化させてしまったと考えられよう。佐竹（１９９７：５５）はつぎのように指摘
している。
　現代の社会で行われている、女、あるいは男についてなされる表現を観察すると、女や男、
女と男の関係がどのようなものとしてとらえられているかが見えてくる。そこから読み取れる
のは、現代の社会を支配する性差別的なイデオロギーである。一方、その性差別イデオロギー
はまた女や男についての表現を規定するものである。つまり、性差別イデオロギーが性差別的
表現を生み出し、性差別的表現がまた性差別イデオロギーを補強し再生産していく、という相
互関係がある。
　佐竹の指摘にある「相互関係」が存在するのであれば、新聞のことばや価値観が、実社会でのそ
れらを反映していると同時に、強い影響も与えていると考えられるから、まさにそうした「相互関
係」をさらに強めてしまっていると言えよう。
　以上の原因のほかに、中国の新聞業界には日本の『記者ハンドブック』のような新聞用字用語集
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がないことも挙げられるのではないかと思われる。『記者ハンドブック』は１９５６年に共同通信社に
よって初版が発行され、趙（２０１５：１０８）によると、１９９７年の第８版では、差別のジャンルに「性差別」
が加えられた。２０１０年第１２版の「差別語、不快用語」の第六項目「性差別」の中には、「女性を特
別視する表現や、男性側に対語のない女性表現は原則として使わない」（p.５２２）としている。また、
朝日新聞社の場合は、上記の『記者ハンドブック』のほかに、『取り決め集』も作られ、松沢（２０１３：
４）によると、１９８８年１２月、「性差別語」の項目が加わり、更に２００２年１０月、「ジェンダー」の章を
設けて内容を充実させている。そういった定めが近年ジェンダーへの関心の高まりとともに、記事
のなかで女性に冠詞をつける場合には男性にも冠詞をつけるという「平衡表現」が増えていること
につながっているのではないかと推測できる。羅（２００７：４３）は中国の新聞報道に多く見られる女
性差別表現を改善するための方法の一つとして、「欧米の新聞業界のいい経験を学び、例えばアメ
リカの新聞関係者によって編集された『人権侵害に関する用語』という辞典があるが、新聞報道の
差別語を減らすのに非常に役に立っている、我々もそのやり方に見習うべきだ」と指摘している。
７. おわりに
　今回は性別冠詞つき表現に絞って調査した。それだけでも、男性と女性のおかれた状況が炙り出
されてくるが、性別冠詞つき表現のほかにも、女性に関するステレオタイプな表現によって、こと
さらに女性であることを強調する手法が両紙ともに見られる。例えば、「朝日新聞」の場合は「女
性の感性」「女性の視点」「女性目線」「女性初、初の女性」などが記事の内容に随所に見られる。
一方、「新京報」は見出しにおける女性への差別が目立っている。
例えば筆者が訳した以下のような見出しである。下線は筆者による。
“少女毁容案”母亲：已收到１８０万赔偿（「少女が容貌を傷つけられた事件」、少女の母親「１８０万
元の賠償金を受けた」）/　南航原副总徐杰波收受贿赂１９８万买房送女友（「南航」元副総裁の徐
杰波が収賄　１９８万元で住宅を購入し、恋人の女性に送る）/　冲突中扯破女贩衣服涉事城管
被辞退（実力行使中露店の女性販売員の服を破り当監視員が解雇処分）/　１２岁！最年轻巴勒
斯坦女囚获释（１２歳！最年少　バレスチナ女性囚人が釈放）/　被割鼻女子：遭家暴８年不敢
离婚（鼻を切られた女性　８年間 DV されながら、離婚する勇気がない）/　豪车女司机口角
后约多人殴打保安（高級車の女性ドライバーが言い争いの後、仲間を集めて警備員を殴る）
　以上の見出しの下線部を見ると、どれも読者の目を引いたり、ニュースバリューを持たせるため
につけられているように見えないでもない。その点に関しては今後の調査でより詳細な検討を加え
る必要がある。
　また、今回は日中の新聞各１紙のみを対象に分析したが、日中の新聞における性差別表現の実態
をすべて映し出しているとは言えない。普遍性を追求するため、より多くの新聞を対象に調査する
必要があるが、今後の課題としたい。
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注
１．田中（１９８４：１９５）では、「女性を“男性＝人間”から区別するための徴づけとしての“女○○”、“女子○○”、
“女性○○”、“女流○○”といった語法を、かりに「女性冠詞」と呼んでおこう」と定義し、命名している。「男
性冠詞」については特別に説明されていないが、「女性冠詞」の対立語と推測できる。それに対し、徐（２０１３：
５７）では「冠詞」という語は言語学において、具体的な意味を持たない機能的な語の範疇である“article”
を指すから、日本語はその意味での冠詞を持たない言語であるため、この用語を用いるのは適切であると
は言えないという理由で、「女姓標示語」という語が使われているが、本稿では田中が定義する「女性冠詞」
をそのまま用いる。「男性冠詞」も同じである。また、「女性冠詞」と「男性冠詞」の総称として「性別冠
詞」と呼ぶ。
２．A 版は主に時事ニュースとスポーツニュースが中心であるが、他のジャンルのニュースも載せている。「新
京報」の主力版でもある。
３．“女生”は「女子学生」と「若い女性」両方を指すが、今回の調査では「女子学生」の意味を持つものだ
けを対象にした。
４．中国のニュースサイトでこられのことばで検索すると、数多くの関連ニュースが出てくる。そして、それ
らのニュースに注目する人が多いという意味で付けられた。
５．中国で有数の大手ニュースポータルサイトで、掲載されているニュースは新華網・人民網などの８０社の
ニュースサイトの記事や、北京日報などの１８７社の新聞・雑誌の記事を転載したものである。
６．http://news.sina.com.cn/s/２００１-０９-０５/３４９１８６.html２０１６年７月２５日アクセス。
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